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なかとんべつ町議会だより１８８号 ２

平成27年
第１回
定例会

平成27年
第１回
定例会

　町長、議員とも任期最後となる平成27年第１回定例会が、３月５日から12日
まで８日間の会期で開かれました。
　招集日３月５日の行政報告で、町長から次の２点が報告されました。
　１．平成27年１月19日、南宗谷衛生施設組合汚泥再生処理施設の「中濃度臭
　　気ファン装置」から出火し、施設内部を焼失する事故があった。出火原因
　　は現在も調査中であるが、施設復旧には２億円を超える見込みであり、火
　　災共済保険金の算定が進められている。
　２．平成26年10月に完成した有害鳥獣処理施設が２月上旬より試験稼働を開
　　始した。３月から本格的に運営されるが、今後も捕獲者や委託会社と連携
　　を図り管理運営を進める。
　このほか、平成26年度補正予算、固定資産評価審査委員会委員の選任同意、
条例（一部改正含む）、町道路線の変更など13議案を原案どおり可決し散会し
ました。
　３月８日に開催されたサンデー議会では、木内彰教育委員長職務代理者の教
育行政執行方針の表明に続き、５名の議員が一般質問を行いました。第６期介
護保険事業計画に基づく介護保険料の改正を主な内容とする介護保険条例案（
一部改正）など３条例案をいきいきふるさと常任委員会（星川三喜男委員長）
に審査を付託。再開された本会議で原案どおり可決しました。
　休会中の３月11日、12日、平成27年度各会計予算案を全議員で構成する「予
算審査特別委員会」（東海林繁幸委員長）で審査。改選期のため、政策的な経
費を含まない骨格予算の委員会審査を経て、再開された本会議で原案どおり可
決し、閉会しました。
　村山義明議長の閉会あいさつで、今期で勇退される野邑智雄町長に対して、
行財政改革に取り組み、早期健全化団体からの脱却を果たして本町の将来への
道筋を築かれた４期１６年間の功績を称えました。



なかとんべつ町議会だより１８８号３

○ 

議
案
第
９
号　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
10
号　

平
成
26
年
度
自
動
車
学
校
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
11
号　

平
成
26
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

○ 
議
案
第
12
号　

平
成
26
年
度
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

○ 
議
案
第
13
号　

平
成
26
年
度
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
14
号　

平
成
26
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

○ 

同
意
第
１
号　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意

○ 

発
議
第
１
号　

議
会
委
員
会
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
３
号　

教
育
長
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
及
び
職
務
専
念
義
務
の
特
例
に
関

　
　
　
　
　
　
　

 

す
る
条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
４
号　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

　
　
　
　
　
　
　

 

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
（
廃

　
　
　
　
　
　
　

 

止
、
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
５
号　

行
政
手
続
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
７
号　

こ
ど
も
館
の
設
置
及
び
管
理
等
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
８
号　

町
道
路
線
の
変
更

○ 

議
案
第
１
号　

指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介

　
　
　
　
　
　
　

 

護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方

　
　
　
　
　
　
　

 

法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
２
号　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

　
　
　
　
　
　
　

 

め
る
条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
６
号　

介
護
保
険
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
15
号　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算

○ 

議
案
第
16
号　

平
成
27
年
度
自
動
車
学
校
事
業
特
別
会
計
予
算

○ 

議
案
第
17
号　

平
成
27
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

○ 

議
案
第
18
号　

平
成
27
年
度
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計
予
算

○ 

議
案
第
19
号　

平
成
27
年
度
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

○ 

議
案
第
20
号　

平
成
27
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

○ 

議
案
第
21
号　

平
成
27
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

○ 

議
案
第
22
号　

平
成
27
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
予
算

○ 

発
議
第
２
号　

農
協
関
係
法
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
意
見
書

○ 

発
議
第
３
号　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
等
国
際
貿
易
交
渉
に
係
る
意
見
書

○ 

請
願
第
１
号　

農
協
関
係
法
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
請
願

○ 

請
願
第
２
号　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
等
国
際
貿
易
交
渉
に
係
る
請
願

第１回定例会で
　　　　決まりました

議
決
結
果
の
一
覧

第１回定例会で
　　　　決まりました

※
 

○ 

は
原
案
可
決
・
同
意
・
採
択
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ここが聞きたい、知りたい

私たちの一般質問私たちの一般質問私たちの一般質問私たちの一般質問

質
　
問

●
学
力
向
上
対
策
に
つ
い
て

　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
の
公

表
と
学
力
向
上
に
向
け
た
今
後
の
対
策
に
つ

い
て
伺
う
。

　

調
査
結
果
か
ら
う
か
が
え
る
本
町
の
学
力

の
現
状
、
ま
た
、
調
査
結
果
を
今
後
の
教
育

の
充
実
の
た
め
に
ど
の
よ
う
に
教
育
現
場
に

活
か
し
て
い
く
の
か
。

答
　
弁
　
○
柴
田
教
育
長

　
調
査
の
結
果
か
ら
、
本
町
の
学
力
の
現
状

は
、
小
学
校
・
中
学
校
に
お
い
て
も
、
平
均

正
答
率
が
全
国
・
全
道
平
均
に
届
か
ず
、
学

習
習
慣
等
の
弱
さ
や
二
極
化
に
よ
る
下
位
層

の
引
き
上
げ
等
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
は
、
学
校

に
お
け
る
教
育
指
導
の
改
善
に
役
立
て
る
等

適
切
な
対
応
を
各
学
校
に
周
知
し
た
。

　
本
町
の
学
力
向
上
対
策
と
し
て
、
各
学
校

で
「
学
力
向
上
プ
ラ
ン
」
を
作
成
し
、
学
習

意
欲
を
高
め
る
授
業
の
工
夫
を
は
じ
め
、
学

習
習
慣
・
生
活
習
慣
の
確
立
な
ど
、
子
ど
も

一
人
一
人
の
学
力
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も

に
、
全
教
員
の
共
通
理
解
と
授
業
改
善
を
目

指
す
校
内
研
究
の
充
実
に
取
組
ん
で
ま
い
り

た
い
。

質
　
問

●
高
齢
者
福
祉
政
策
に
つ
い
て

　

高
齢
者
の
孤
独
な
暮
ら
し
は
精
神
面
、
健

康
面
で
の
不
安
だ
け
で
な
く
、
悪
質
商
法
に

よ
る
被
害
等
、
事
件
や
事
故
に
巻
き
込
ま
れ

る
可
能
性
も
少
な
く
な
い
。

　

本
町
に
お
け
る
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

現
況
を
行
政
と
し
て
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て

い
る
の
か
。

答
　
弁
　
○
矢
上
保
健
福
祉
課
長

　
本
町
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
、

個
別
に
ケ
ー
ス
検
討
を
行
い
対
応
し
て
い
る
。

具
体
的
な
ケ
ー
ス
と
し
て
、
本
人
が
可
能
な

限
り
自
宅
で
暮
ら
し
た
い
と
い
う
思
い
に
対

し
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉

協
議
会
、
民
生
委
員
、
町
内
会
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
と
協
力
し
な
が
ら
、
訪
問
や
電

話
対
応
、
見
守
り
等
と
い
っ
た
支
援
を
行
っ

て
い
る
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、
医
療
と
介
護
の
連
携

を
よ
り
強
化
し
、
誰
も
が
安
全
に
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
よ
う
必
要
な
対
応
と
、

総
合
計
画
で
示
す
よ
う
に
誰
も
が
健
康
で
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
の
取
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

質
　
問

●
ま
ち
づ
く
り
へ
の
町
民
参
加
を
ど
う
進
め 

　
る
の
か

　

広
報
１
月
号
に
よ
る
と
、
町
長
・
町
議
が

改
選
な
の
で
政
策
的
な
予
算
の
計
上
が
難
し

く
、
「
町
長
が
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
」
を
中
止

す
る
と
の
こ
と
。

①　

懇
談
会
の
目
的
は
新
年
度
予
算
へ
の
意

　

見
反
映
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
町
民
と
忌

　

憚
な
く
語
り
合
う
こ
と
で
は
な
い
か
。

②　

今
後
、
町
民
の
意
見
を
ど
う
把
握
す
べ

　

き
と
お
考
え
か
。
ま
た
、
町
民
参
加
は
ど

　

う
あ
る
べ
き
か
。

③　

集
ま
っ
て
く
だ
さ
い
方
式
で
は
な
く
、

　

町
民
が
集
ま
る
機
会
に
文
字
通
り
「
お
じ

　

ゃ
ま
」
し
て
は
ど
う
か
。

④　

誰
で
も
気
軽
に
意
見
・
要
望
を
出
せ
る

　

よ
う
に
以
前
の
よ
う
な
「
町
長
へ
の
お
手

　

紙
」
を
無
記
名
方
式
で
復
活
さ
せ
て
は
ど

　

う
か
。

細 

谷 

久 

雄 

議
員

本
多 

夕
紀
江 

議
員

第１回定例会は、教育委員長が教育行政執行方針を表明。
５議員が一般質問を行いました。
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財
政
調
整
基
金
や
公
共
施
設
整
備
等
基

　

金
を
使
っ
て
改
善
で
き
な
い
か
。

③　

高
齢
者
向
け
住
宅
が
60
歳
未
満
の
申
し

　

込
み
可
と
し
て
入
居
募
集
が
あ
っ
た
。
今

　

後
も
継
続
さ
れ
る
の
か
。

④　

人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
た
め
、
住
宅

　

政
策
で
考
え
て
い
る
こ
と
は
な
い
か
。

答
　
弁
　
○
中
原
産
業
建
設
課
長

①　

単
身
者
向
け
住
宅
は
、
町
外
か
ら
の
転

　

入
者
が
優
先
で
、
町
内
居
住
者
の
住
み
替

　

え
は
「
す
ぐ
入
居
」
と
い
か
な
い
時
が
あ

　

る
。

　
　

事
業
所
の
様
子
も
一
定
程
度
聞
い
て
い

　

る
が
中
途
退
職
も
あ
り
、
す
べ
て
に
対
応

　

で
き
る
余
裕
を
持
っ
た
管
理
戸
数
と
は
し

　

て
い
な
い
。

②　

耐
用
年
数
を
超
過
し
た
住
宅
は
国
の
交

　

付
金
の
対
象
外
で
、
全
て
町
負
担
で
の
ユ

　

ニ
ッ
ト
バ
ス
化
は
難
し
い
。

　
　

ひ
ま
わ
り
、
す
み
れ
団
地
は
交
付
金
で

　

ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
化
す
る
。

　
　

基
金
の
活
用
は
公
共
施
設
全
体
で
検
討

　

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
、
現
段
階
で
公
営
住

　

宅
へ
の
活
用
は
答
弁
で
き
な
い
。

③　

あ
か
ね
拡
充
団
地
、
新
小
頓
別
団
地
は

　

高
齢
者
向
け
を
撤
廃
し
た
。

④　

検
討
し
て
い
な
い
。

　
　

地
方
版
総
合
戦
略
５
カ
年
計
画
の
中
で

　

議
会
の
意
見
も
踏
ま
え
て
住
宅
政
策
も
検

　

討
さ
れ
る
と
思
う
。

質
　
問

●
野
邑
町
政
を
振
り
返
っ
て

　

４
期
16
年
間
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

町
政
で
ま
だ
ま
だ
手
が
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
政
策
な
ど
が
あ
っ
た
と
思
う
が
、

い
か
が
か
。
ま
た
、
新
町
長
に
何
を
引
き
継

ぐ
の
か
。

①　

福
祉
政
策
で

②　

産
業
政
策
で

③　

そ
の
他
重
点
的
な
施
策
で
引
き
継
ぐ
も

　

の
が
あ
る
か
伺
う
。

答
　
弁
　
○
野
邑
町
長

　

こ
の
間
、
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で

あ
っ
た
が
、
自
分
な
り
に
や
り
が
い
の
あ
る

充
実
し
た
期
間
で
あ
り
、
町
政
運
営
・
施
策

に
思
い
残
す
こ
と
は
な
い
。

　

新
町
長
に
は
、
第
７
期
総
合
計
画
の
実
現

や
各
所
属
が
現
在
抱
え
て
い
る
課
題
や
問
題

点
を
取
り
ま
と
め
て
引
き
継
ぐ
考
え
で
あ
る
。

星
川 

三
喜
男 

議
員

質
　
問

●
町
長
16
年
間
在
職
を
顧
み
て
思
う
こ
と

　

町
長
在
職
16
年
間
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

財
政
健
全
化
の
努
力
、
身
の
丈
に
合
っ
た

役
場
庁
舎
の
建
設
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増

改
修
、
天
北
厚
生
園
の
移
転
改
築
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
改
修
計
画
の
道
標
な
ど

沢
山
の
功
績
を
残
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
一
方
で
は
、
中
頓
別
農
業
高
等

学
校
の
閉
校
等
辛
い
思
い
も
あ
っ
た
。

　

経
験
豊
富
な
町
長
と
し
て
の
反
省
を
踏
ま

え
て
質
問
す
る
。

①　

町
の
基
幹
産
業
と
し
て
国
や
町
も
支
援

　

し
て
き
た
農
業
も
停
滞
し
て
い
る
が
、
そ

　

れ
以
上
に
町
内
の
商
業
者
は
支
援
制
度
も

　

希
薄
で
店
を
た
た
ん
で
い
く
ば
か
り
で
あ

　

る
。
町
の
施
策
で
農
業
者
と
商
業
者
へ
の

　

支
援
制
度
に
格
差
が
あ
る
と
考
え
る
が
い

　

か
が
か
。

東
海
林 

繁
幸 

議
員

答
　
弁
　
○
吉
田
総
務
課
参
事

①　

ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
諸
般

　

の
事
情
で
開
催
で
き
な
か
っ
た
。

②
、
③
、
④　

予
算
等
へ
の
住
民
意
見
の
反

　

映
を
図
る
た
め
、
町
長
自
ら
が
出
席
し
て

　

実
施
し
て
き
た
が
、
出
席
率
の
低
下
等
、

　

例
年
通
り
の
方
法
で
は
参
加
者
の
増
が
見

　

込
ま
れ
ず
、
各
自
治
会
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

　

調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
「
今
の
ま

　

ま
で
良
い
」
が
約
４
割
、
「
開
催
し
な
く

　

て
も
良
い
」
が
約
３
割
、
「
内
容
を
変
え

　

た
方
が
良
い
」
が
約
３
割
で
あ
り
、
見
直

　

し
の
検
討
を
進
め
て
い
た
。
開
催
時
期
を

　

変
え
る
、
場
所
を
役
場
庁
舎
に
統
合
す
る

　

等
の
意
見
も
あ
っ
た
。

　
　

町
政
に
対
す
る
町
民
参
加
は
重
要
で
あ

　

り
、
新
町
長
と
相
談
し
な
が
ら
早
急
に
実

　

施
に
努
め
た
い
。

質
　
問

●
快
適
で
良
質
な
公
営
住
宅
が
不
足
し
て
い

　
る

　

職
員
の
採
用
に
あ
た
り
、
住
宅
は
頭
の
痛

い
問
題
と
、
事
業
所
か
ら
よ
く
聞
く
。

　

住
宅
の
整
備
は
定
住
人
口
の
増
加
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
。

①　

単
身
者
住
宅
は
不
足
し
て
い
る
。

　
　

所
得
に
応
じ
た
家
賃
の
公
営
住
宅
が
必

　

要
で
あ
る
。

②　

風
呂
場
は
あ
っ
て
も
風
呂
な
し
住
宅
が

　

多
数
あ
る
が
、
な
ぜ
改
善
で
き
な
い
の
か
。

　

車
庫
の
な
い
住
宅
も
あ
る
。



なかとんべつ町議会だより１８８号 ６

質
　
問

●
土
地
購
入
費
の
そ
の
後
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
第
１
回
定
例
会
で
、
役
場
庁
舎

裏
の
元
議
長
の
所
有
地
二
筆
を
公
共
用
地
に

し
た
い
と
し
て
町
長
は
土
地
購
入
予
算
を
提

案
し
た
が
、
議
会
は
必
要
性
に
乏
し
い
と
し

て
こ
の
予
算
を
削
除
し
た
。

　

登
記
簿
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
昨
年
、
こ

の
土
地
は
野
邑
町
長
名
義
に
所
有
権
移
転
さ

れ
て
い
る
が
な
ぜ
か
。

　

個
人
が
土
地
を
購
入
す
る
こ
と
は
問
題
な

い
こ
と
だ
が
、
先
に
町
費
で
購
入
す
る
こ
と

を
提
案
し
て
い
る
土
地
を
提
案
者
が
個
人
で

買
っ
た
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
る
こ
と
に
思
い

が
至
ら
な
か
っ
た
の
か
。
ま
た
、
抵
当
権
が

継
続
さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
役
場
横
の

民
間
ア
パ
ー
ト
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
同
じ

所
有
者
の
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
売
買
時
に

抵
当
権
が
解
除
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
差
は

何
か
。

答
　
弁
　
○
野
邑
町
長

　

昨
年
10
月
に
土
地
所
有
者
の
依
頼
を
受
け

た
方
か
ら
、
買
い
手
を
探
し
て
い
る
と
の
相

談
を
受
け
た
。
条
件
を
提
示
し
、
そ
の
通
り

の
内
容
で
購
入
し
所
有
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

個
人
の
土
地
購
入
に
つ
い
て
は
、
一
般
質

問
で
答
弁
す
る
よ
う
な
行
政
の
一
般
事
務
で

は
な
い
が
、
売
買
条
件
や
契
約
内
容
な
ど
、

個
人
的
に
確
認
す
る
場
合
に
は
協
力
す
る
。

　

民
間
ア
パ
ー
ト
立
地
の
選
定
や
土
地
購
入

の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
一
切
関
与
し
て
い
な

い
の
で
お
答
え
で
き
な
い
。

質
　
問

●
地
方
創
生
交
付
金
へ
の
対
応
は

　

地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
に
当
た
り
、
各

団
体
や
住
民
等
の
意
見
を
聴
取
す
る
た
め
に
、

総
合
計
画
で
い
う
と
こ
ろ
の
総
合
開
発
委
員

会
の
よ
う
な
専
門
の
委
員
会
な
ど
は
設
置
す

る
の
か
。

　

地
方
創
生
交
付
金
の
26
年
度
版
と
な
る
地

域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
の
た
め
の
交
付
金

は
ど
の
よ
う
な
申
請
を
し
た
の
か
。

答
　
弁
　
○
遠
藤
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

成
果
目
標
や
客
観
的
な
評
価
指
標
を
設
定
す

る
た
め
に
、
産
業
界
、
行
政
・
教
育
機
関
を

は
じ
め
、
住
民
等
の
意
見
を
聴
取
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

役
場
で
は
「
人
口
減
少
問
題
対
策
庁
内
検

討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
具
体
的
な
事
業
提

案
を
取
り
ま
と
め
る
と
共
に
、
商
工
会
、
農

協
、
森
林
組
合
、
南
宗
谷
福
祉
会
に
提
案
を

依
頼
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
乳
幼
児
を
抱
え

る
子
育
て
世
帯
に
対
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
中
で
あ
る
。

　

４
月
中
旬
を
目
途
に
具
体
的
事
業
案
を
取

り
ま
と
め
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
「
人
口
問

題
懇
話
会
」
や
「
総
合
開
発
委
員
会
」
等
で

の
議
論
の
過
程
で
、
専
門
の
委
員
会
が
必
要

か
ど
う
か
判
断
し
た
い
。

　

26
年
度
版
に
つ
い
て
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
と
子
育
て
中
の
家
庭
に
対
す
る
支
援
を

申
請
し
た
。
商
品
券
は
商
工
会
と
協
議
し
、

前
年
度
と
同
様
の
内
容
と
し
た
。

質
　
問

●
中
頓
別―

音
威
子
府
間
、
バ
ス
路
線
廃
止

　
の
新
聞
報
道
に
つ
い
て

　

天
北
線
代
替
輸
送
バ
ス
路
線
の
中
頓
別―

音
威
子
府
間
廃
止
が
新
聞
で
報
道
さ
れ
た
。

音
威
子
府
村
が
脱
会
す
る
こ
と
に
よ
る
も
の

で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

　

音
威
子
府
村
が
保
有
す
る
天
北
線
の
基
金

は
、
今
後
も
代
替
輸
送
を
行
う
自
治
体
に
全

額
分
配
さ
れ
る
の
か
。

　

転
換
交
付
金
は
、
天
北
線
に
関
連
し
な
い

こ
と
で
も
自
由
に
使
え
る
と
の
こ
と
だ
が
、

初
め
か
ら
そ
う
い
う
趣
旨
の
も
の
か
。

答
　
弁
　
○
遠
藤
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

音
威
子
府
村
の
脱
会
理
由
は
、
「
村
民
の

利
用
ニ
ー
ズ
が
皆
無
で
あ
り
、
今
後
も
運
営

負
担
を
行
っ
て
い
く
こ
と
は
村
民
の
理
解
が

得
ら
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

②　

高
齢
化
は
さ
ら
に
進
む
で
あ
ろ
う
。

　
　

今
後
必
要
な
施
策
と
し
て
、
医
療
の
確

　

保
を
前
提
と
し
た
長
寿
園
の
拡
充
、
独
居

　

老
人
の
た
め
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
建
設
、

　

高
齢
者
を
支
え
る
人
々
の
生
活
環
境
整
備

　

（
住
宅
等
）
が
必
要
と
思
う
が
。

③　

高
齢
化
は
少
子
化
の
現
象
を
伴
う
。
常

　

日
頃
「
こ
ど
も
は
宝
」
と
言
っ
て
き
た
が
、

　

こ
の
町
の
宝
に
何
を
し
て
や
れ
る
の
か
。

　
　

子
育
て
に
頑
張
る
町
民
へ
の
応
援
策
と

　

し
て
、
例
え
ば
幼
児
の
保
育
料
の
さ
ら
な

　

る
減
免
な
ど
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

答
　
弁
　
○
野
邑
町
長

　

４
月
で
退
任
す
る
立
場
の
私
が
、
今
後
の

町
づ
く
り
の
一
環
で
あ
る
施
策
や
支
援
策
を

申
し
述
べ
る
こ
と
は
無
責
任
な
こ
と
に
な
る

の
で
立
場
上
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
が
、
ど

の
質
問
に
つ
い
て
も
町
民
の
思
い
と
し
て
感

じ
て
い
る
。

　

５
月
に
誕
生
す
る
新
町
長
と
力
を
合
わ
せ

て
問
題
の
解
決
や
支
援
に
務
め
て
い
た
だ
き

た
い
。

宮 

崎 

泰 

宗 

議
員
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なかとんべつ町議会だより１８８号７

答
　
弁
　
○
吉
田
総
務
課
参
事

　

街
頭
放
送
は
、
食
中
毒
警
報
や
除
排
雪
の

お
知
ら
せ
な
ど
、
緊
急
性
が
高
い
も
の
に
使

う
ほ
か
、
議
会
の
お
知
ら
せ
な
ど
で
も
利
用

し
て
い
る
。

　

他
町
村
の
メ
デ
ィ
ア
と
違
い
、
家
の
中
に

い
た
場
合
、
伝
達
力
に
は
限
度
が
あ
る
が
、

各
所
管
の
判
断
に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
や
講
演

会
な
ど
の
直
前
周
知
・
集
客
に
利
用
で
き
な

い
か
働
き
か
け
て
ま
い
り
た
い
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
活
用
は
、
昨
年
９
月
以
降
、

各
所
管
の
事
前
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
本
格
的
な
活
用
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

も
う
少
し
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

　

音
威
子
府
村
に
配
分
さ
れ
た
転
換
交
付
金

に
つ
い
て
、
北
海
道
や
北
海
道
運
輸
局
で
は
、

「
地
方
自
治
法
及
び
基
金
条
例
に
反
し
な
い

範
囲
で
、
音
威
子
府
村
が
自
由
に
活
用
で
き

る
」
と
の
見
解
で
あ
り
、
代
替
輸
送
を
継
続

す
る
他
の
自
治
体
へ
の
配
分
は
な
い
。

答
　
弁
　
○
野
邑
町
長

　

転
換
交
付
金
は
、
各
市
町
村
と
も
天
北
線

に
関
連
し
て
い
な
け
れ
ば
一
般
財
源
化
で
き

な
い
も
の
と
判
断
し
て
い
た
。

　

今
回
、
音
威
子
府
村
が
脱
会
す
る
こ
と
に

な
っ
た
過
程
で
、
関
係
機
関
か
ら
自
由
に
使

え
る
と
の
見
解
が
示
さ
れ
た
。

質
　
問

●
街
頭
放
送
を
定
期
に

　

本
町
で
は
広
報
や
旬
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
予
防
接
種
や
各
種
検
診
、
サ
ー
ク
ル

活
動
や
講
演
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が

事
前
に
周
知
さ
れ
て
い
る
。
他
町
で
は
さ
ら

に
光
端
末
や
テ
レ
ビ
放
送
な
ど
を
利
用
し
て

情
報
発
信
さ
れ
て
い
る
。

　

本
町
で
よ
り
広
い
直
前
周
知
に
最
も
有
効

な
設
備
は
街
頭
放
送
で
は
な
い
か
。
定
期
的

な
活
用
を
試
み
て
は
い
か
が
か
。

　

昨
年
９
月
定
例
会
で
の
質
問
の
答
弁
に
あ

っ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
活
用
の
検
討
は
さ
れ
た
の

か
。

　議会は、町民の暮らしに直結する税や福祉などの身近な問題を議論する大切な場です。
　議会では、議会だよりで情報の提供に努めていますが、町政の動きを定例会や各種委員会を
実際に傍聴し、自らの目と耳で知ることが大切です。
　次の定例会は、６月に招集されます。日程は、議会だより臨時号などでお知らせします。
　多くの町民のみなさまの傍聴をお待ち申しあげております。

議会を傍聴しましょう



なかとんべつ町議会だより１８８号 ８

○ 

議
案
第
３
号　

教
育
長
の
勤
務
時
間
、
休

　

 

暇
等
及
び
職
務
専
念
義
務
の
特
例
に
関
す

　

 

る
条
例(

制
定)

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
る
も

の
で
す
。

○ 

議
案
第
４
号　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及 

　

 

び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

　

 

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

　

 

に
関
す
る
条
例(

廃
止
・
一
部
改
正)

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
り
、

「
教
育
委
員
会
教
育
長
の
身
分
、
給
与
等
の

勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
」
を
廃
止
す
る
と

と
も
に
、
「
中
頓
別
町
職
員
定
数
条
例
」
な

ど
関
係
す
る
５
条
例
を
一
部
改
正
す
る
も
の

で
す
。

○ 

議
案
第
５
号　

行
政
手
続
条
例(

一
部
改 

　

 

正)

　

行
政
手
続
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に

よ
る
も
の
の
ほ
か
、
過
去
の
法
改
正
の
際
、

改
正
漏
れ
と
な
っ
て
い
た
法
律
等
の
引
用
条

文
等
の
改
正
で
す
。

○ 

議
案
第
７
号　

こ
ど
も
館
の
設
置
及
び
管

　

 

理
等
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

　

子
ど
も
・
子
育
て
新
制
度
が
４
月
１
日
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
保
育
の
必
要
性
の
認
定
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
施
行
に
伴
い

改
正
す
る
も
の
で
す
。

○ 

議
案
第
10
号　

自
動
車
学
校
事
業
特
別
会

　

 

計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０

万
円
を
減
額
し
、
予
算
の
総
額
は
４
千
３
６

４
万
円
に
。

　

歳
出
で
は
、
決
算
見
込
に
基
づ
き
不
用
額

を
減
額
。
歳
入
で
は
、
教
習
生
の
減
に
よ
り
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
６
４
０
万
円
追

加
し
て
、
総
額
１
千
８
３
７
万
円
と
す
る
も

の
で
す
。

○ 

議
案
第
11
号　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

　

 

会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
２
千
３

１
２
万
円
を
減
額
し
、
予
算
の
総
額
は
２
億

６
千
７
１
０
万
円
に
。

　

歳
出
で
は
、
決
算
見
込
み
に
基
づ
く
療
養

給
付
費
、
高
額
療
養
費
な
ど
を
減
額
。
歳
入

で
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
２
千
８

２
３
万
円
追
加
し
て
、
総
額
４
千
１
１
３
万

円
と
す
る
も
の
で
す
。

○ 

議
案
第
12
号　

国
民
健
康
保
険
病
院
事
業

　

 

会
計
補
正
予
算

　

病
院
事
業
収
益
で
は
、
入
院
・
外
来
収
益

合
わ
せ
て
１
億
１
千
８
９
０
万
円
を
減
額
。

一
般
会
計
負
担
金
と
し
て
、
１
億
６
４
８
万

円
を
追
加
し
、
総
額
２
億
２
千
１
９
５
万
円

に
。
累
積
欠
損
金
解
消
分
５
０
０
万
円
を
計

上
し
、
収
入
合
計
は
５
億
２
千
５
６
３
万
円

に
。
支
出
で
は
、
医
業
費
用
で
給
与
費
を
中

心
に
１
千
１
３
７
万
円
を
減
額
。
支
出
の
合

計
を
５
億
２
千
63
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

○ 

議
案
第
13
号　

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正 

　

 

予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０

万
円
を
減
額
し
、
予
算
の
総
額
は
７
千
９
３

２
万
円
に
。
水
道
管
移
設
工
事
が
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
る
工
事
請
負
費
の
減
額
で
す
。

○ 

議
案
第
14
号　

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計 

　

 

補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
１
３
３
万

円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
は
２
億
２
千
３

１
７
万
円
に
。
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

の
増
等
に
よ
り
追
加
す
る
も
の
で
す
。

○ 

同
意
第
１
号　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員 

　

 

会
委
員
の
選
任
の
同
意

　

故
坂
本
登
喜
美
さ
ん
の
死
去
に
よ
り
欠
員

と
な
っ
て
い
た
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
後
任
に
、
字
豊
平
在
住
の
石
井
進
さ

ん
を
選
任
す
る
人
事
案
に
同
意
し
た
も
の
で

す
。

　

任
期
は
平
成
27
年
12
月
19
日
ま
で

○ 

発
議
第
１
号　

議
会
委
員
会
条
例
（
一
部

　

 

改
正
）

　

教
育
委
員
長
と
教
育
長
を
一
本
化
し
た
「

新
教
育
長
」
を
置
く
こ
と
な
ど
を
内
容
と
す

る
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関

す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
と
併

せ
、
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
る
も
の
で
す
。

○ 

議
案
第
９
号　

一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
３
億
７
千

64
万
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
は
34
億
８

千
７
０
７
万
円
に
。

　

歳
出
で
は
、
決
算
見
込
に
基
づ
く
不
用
額

の
減
額
、
不
足
額
の
追
加
の
ほ
か
、
国
保
病

院
に
対
す
る
繰
出
金
１
億
６
４
８
万
円
を
追

加
し
て
、
総
額
２
億
２
千
３
３
０
万
円
に
。

特
別
会
計
繰
出
金
で
は
３
千
５
９
５
万
円
を

追
加
し
て
、
総
額
３
億
２
千
４
４
９
万
円
に
。

基
金
費
で
は
、
財
政
調
整
基
金
に
２
億
５
千

万
円
を
追
加
し
て
、
総
額
３
億
４
千
４
７
８

万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

議決審議のあらまし
　第１回定例会では、新年度予算など２８議案が
審議されました。
　平成２７年度各会計予算は、予算審査特別委員
会（東海林繁幸委員長）に付託して審査され、全
会計原案どおり可決されました。
　平成２６年度各会計補正予算とその他の条例改
正案等は本会議・いきいきふるさと常任委員会で
審議され、すべて原案どおり可決されました。
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○ 

発
議
第
２
号　

農
協
関
係
法
制
度
の
見
直 

　

 

し
に
関
す
る
意
見
書

　

国
に
対
し
て
、
農
業
協
同
組
合
の
基
本
的

性
格
を
維
持
し
、
準
組
合
員
の
利
用
制
限
を

行
わ
ず
、
一
方
的
な
事
業
方
式
、
業
務
執
行

体
制
、
法
人
形
態
の
転
換
等
を
強
制
し
な
い

こ
と
を
求
め
る
も
の
で
す
。

○ 

発
議
第
３
号　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
等
国
際
貿
易

　

 

交
渉
に
係
る
意
見
書

　

国
に
対
し
て
、
衆
参
両
院
農
林
水
産
委
員

会
に
お
け
る
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
関
す
る

決
議
」
を
順
守
す
る
と
と
も
に
、
決
議
が
順

守
さ
れ
な
い
場
合
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
脱
退
す
る

こ
と
、
す
べ
て
の
国
際
貿
易
交
渉
に
お
い
て
、

重
要
品
目
等
の
関
税
等
、
必
要
な
国
境
措
置

を
維
持
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
す
。

○ 

請
願
第
１
号　

農
協
関
係
法
制
度
の
見
直

　

 

し
に
関
す
る
請
願

○ 

請
願
第
２
号　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
等
国
際
貿
易

　

 

交
渉
に
係
る
請
願

　

請
願
第
１
号
、
第
２
号
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
発
議
第
２
号
、
第
３
号
に
お
い
て
議

決
さ
れ
た
意
見
書
と
同
一
趣
旨
の
も
の
で
あ

り
、
議
決
不
要
と
し
、
採
択
さ
れ
た
も
の
と

み
な
し
ま
し
た
。

○ 

議
案
第
８
号　

町
道
路
線
の
変
更

　

道
路
法
に
基
づ
く
町
道
３
路
線
の
起
終
点
、

延
長
等
の
変
更
で
す
。

○ 

議
案
第
１
号　

指
定
介
護
予
防
支
援
等
の 

　

 

事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護

　

 

予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の

　

 

効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を

　

 

定
め
る
条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
２
号　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

　

 

の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

　

 

る
条
例(

制
定)

　

議
案
第
１
号
、
２
号
は
、
「
地
域
の
自
主

性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推

進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す

る
法
律
」
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
国
が
定
め

て
い
た
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
、
介
護
予
防

支
援
事
業
所
の
指
定
基
準
に
つ
い
て
、
市
町

村
の
条
例
で
定
め
る
も
の
と
さ
れ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。
（
い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常

任
委
員
会
付
託
事
件
）

○ 

議
案
第
６
号　

介
護
保
険
条
例
（
一
部
改

　

 

正
）

　

平
成
27
年
か
ら
29
年
度
ま
で
の
介
護
保
険

料
、
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
事
業
の
開

始
時
期
を
規
定
す
る
も
の
で
す
。

　

介
護
保
険
料
の
改
正
は
、
平
成
15
年
以
来

で
、
区
分
が
６
段
階
か
ら
９
段
階
に
、
金
額

も
第
１
段
階
で
月
額
４
千
円
が
４
千
５
０
０

円
に
改
正
さ
れ
ま
す
。
（
い
き
い
き
ふ
る
さ

と
常
任
委
員
会
付
託
事
件
）

ホームページで議事録などを公開しています
　中頓別町のホームページ（http://www.town.nakatombetsu.hokkaido.jp）で議会だより、
定例会の議事録などを公開しています。町ホームページから  議会  へ進みご覧ください。
　議会はみなさんの暮らし、福祉などの身近な問題を議論する大切な会議です。
　議会日程や傍聴の手続き、請願・陳情などのお問合せは、℡６－２２４４（議会事務局）へ。

　

今
定
例
会
で
は
、
一
般
質
問
に
対
す
る
町
長
の
答
弁
に

歯
が
ゆ
さ
を
感
じ
た
議
員
は
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
町
長
の
土
地
取
得
に
つ
い
て
一

般
質
問
を
行
い
ま
し
た
が
、
土
地
を
購
入
し
た
こ
と
は
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
の
範
囲
で
あ
り
、
自
分
の
と
こ
ろ
へ
相
談
に

来
た
方
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
も
関
わ
る
と
い
う
理
由
で
、

お
答
え
い
た
だ
け
な
い
部
分
が
多
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

ま
た
一
般
質
問
で
答
弁
す
べ
き
行
政
の
一
般
事
務
に
も
該

当
し
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
、
お

門
違
い
な
質
問
を
通
告
し
た
な
と
思
わ
れ
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
野
邑
智
雄
氏
個
人
が
新
た
に

土
地
を
取
得
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
誰
か
に
何
か
を
言
わ

れ
る
筋
合
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
こ
の
土
地
を
行
政
一
般
に
関
連
付
け
て
し
ま

っ
た
の
は
町
長
ご
自
身
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
３
年
前
、

住
民
の
代
表
で
あ
る
議
会
が
、
町
民
の
血
税
で
買
う
よ
う

な
土
地
で
は
な
い
と
判
断
し
た
わ
け
で
す
か
ら
。

　

本
町
で
は
一
般
質
問
を
事
前
通
告
と
し
て
い
る
の
で
、

そ
の
内
容
が
一
般
質
問
に
適
さ
な
い
と
議
会
運
営
委
員
会

で
判
断
さ
れ
た
ら
質
問
で
き
て
い
な
い
は
ず
で
す
。
な
ぜ

な
ら
私
は
１
年
前
に
、
議
会
の
議
案
に
は
適
さ
な
い
と
決

議
案
の
提
案
を
議
会
運
営
委
員
会
に
拒
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
上
で
、
通
告
し
た
全
議
員
が
質
問
す
る
こ
と
を
許
さ

れ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
町
の
将
来
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま

で
の
町
政
を
託
さ
れ
て
き
た
町
長
に
は
で
き
る
限
り
質
問

に
答
え
る
義
務
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
綴
人　

宮
崎
泰
宗
）

『
一
般
質
問
と
議
会
運
営
委
員
会
』

議
員
だ
よ
り

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
が
町
づ
く
り

や
議
会
活
動
な
ど
に
つ
い
て
思
い
を
綴
る
も
の
で
す
。

〜
私
の
思
い
〜
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平成２７年度　８会計予算成立
～総額３７億２千５２３万円～

　

一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
平
成
27

年
度
各
会
計
８
予
算
案
は
、
３
月
８
日

に
上
程
さ
れ
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る

「
予
算
審
査
特
別
委
員
会
」
（
東
海
林

繁
幸
委
員
長
）
に
審
査
を
付
託
。

　

特
別
委
員
会
で
は
、
３
月
11
日
、
12

日
に
審
査
を
行
い
、
原
案
可
決
。

　

12
日
、
再
開
さ
れ
た
本
会
議
で
東
海

林
委
員
長
か
ら
報
告
さ
れ
、
審
議
の
結

果
、
委
員
長
報
告
ど
お
り
す
べ
て
原
案

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平成27年度予算編成内容
　本年度の予算は、改選期のため政策的な経費を含まない骨格予算であることから、全会計総額で37
億2,523万円となり、対前年度比で3億2,340万円（8.0％）の減額となりました。
　一般会計は、前年度との比較で2億9,088万円（10.6％）の減額であります。
　歳入では、地方交付税の減額を見込み、前年度比1億5,122万円（8.3％）、国庫支出金では、事業の
完了に伴い前年度比6,241万円（29.6％）、町債では、前年度は補正予算で計上した過疎地域自立促進
特別事業7,080万円を当初に計上し、継続事業の消防デジタル無線整備事業と臨時財政対策債の計上に
伴い前年度比810万円（4.0％）の減となったものです。
　歳出では、人件費で制度改正に伴い前年度比1,106万円（2.3％）増、物件費では、事業の完了によ
り1,591万円（4.7％）の減、補助費では、事業の完了・継続事業の減額などに伴い前年度比6,029万円
（11.6％）の減となりました。また、普通建設事業においては、事業の完了に伴う減や継続事業のみ
を計上した結果、前年度比2億3,452万円（83.5％）の減となりました。
　公債費は、前年度比4,434万円（7.6％）減の5億4,239万円を計上しています。
　財政健全化により、収入に占める公債費が減少しましたが、収入の多くを占める地方交付税について
は依然不透明な部分が多く、財源確保に苦慮する事態が予想されます。予算執行にあたっては、行政サ
ービスを低下させることなく効率性を追求しながら収支均衡を実現することが求められています。

予算審査特別委員会（東海林委員長）

                       

■各会計予算の状況  （単位：万円） 
比   較 年 度 別 

会 計 別 
２７年度 
予算額 

２６年度 
予算額 金 額 率％ 

一 般 会 計 24 億 5,432 27 億 4,520 ▲2 億 9,088 ▲10.6

自動車学校事業特別会計 2,954 4,278 ▲1,324 ▲30.9
国民健康保険事業特別会計 3 億 253 2 億 8,717 1,536 5.3

収益的収支 5 億 2,691 5 億 2,163 528 1.0国民健康保険

病院事業会計 資本的支出 1,054 2,562 ▲1,508 ▲58.9

水 道 事 業 特 別 会 計 7,836 7,922 ▲86 ▲1.1

下 水 道 事 業 特 別 会 計 7,737 9,455 ▲1,718 ▲18.2
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 2 億 1,846 2 億 2,137 ▲291 ▲1.3
後期高齢者医療事業特別会計 2,720 3,108 ▲388 ▲12.5

合     計 37 億 2,523 40 億 4,862 ▲32,339 ▲8.0
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■一般会計 
歳 入                   （単位：万円） 

款 27 年度 26 年度 比較 増減％ 
町 税 15,389 14,921 468 3.1 
地 方 譲 与 税 5,187 5,460 ▲273 ▲5.0 
地 方 交 付 税 166,110 181,178 ▲15,068 ▲8.3 
使用料手数料 10,369 10,412 ▲43 ▲0.4 
国 庫 支 出 金 6,897 14,829 ▲7,932 ▲53.5 
道 支 出 金 9,708 15,698 ▲5,990 ▲38.2 
財 産 収 入 842 844 ▲2 ▲0.2 
繰 入 金 3,076 2,277 799 35.1 
諸 収 入 2,731 3,023 ▲292 ▲9.7 
町 債 19,284 20,094 ▲810 ▲4.0 
そ の 他 5,839 5,784 55 1.0 

合  計 245,432 274,520 ▲29,088 ▲10.6 

予算計上された主な臨時事業 
 

  本年度は政策的な予算を含まない骨格予算になります。 

  このため、臨時事業は、継続事業、維持補修事業の計上となります。 

（単位：万円） 

科目・会計 臨時事業名 事業費 主な事業内容 

消 防 費 消防救急デジタル無線整備事業 2,045 デジタル無線整備事業（継続事業） 

教 育 費 教職員住宅管理事業 436 教職員住宅ユニットバス４戸他 

 

                   

歳 出                  （単位：万円） 

款 27 年度 26 年度 比較 増減％ 
議 会 費 4,791 4,577 214 4.7 
総 務 費 48,885 52,606 ▲3,721 ▲7.1 
民 生 費 37,682 39,124 ▲1,442 ▲3.7 
衛 生 費 27,348 28,116 ▲768 ▲2.7 
労 働 費 2 347 ▲345 ▲99.4 
農林水産業費 7,725 17,046 ▲9,321 ▲54.7 
商 工 費 6,585 6,289 296 4.7 
土 木 費 5,533 16,193 ▲10,660 ▲65.8 
消 防 費 14,605 16,681 ▲2,076 ▲12.4 
教 育 費 16,597 17,561 ▲964 ▲5.5 
公 債 費 54,239 58,673 ▲4,434 ▲7.6 
諸 支 出 金 21,390 17,256 4,134 24.0 
そ の 他 50 51 ▲1 ▲2.0 
合   計 245,432 274,520 ▲29,088 ▲10.6 



なかとんべつ町議会だより１８８号 12

　

現
在
30
％
補
助
率
の
高
校
生
へ
の

定
期
運
賃
補
助
を
以
前
の
50
％
に
復

活
で
き
な
い
か
。　

（
本
多
委
員
）

　

現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　

（
遠
藤
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
配
布
時
期
、

防
災
備
品
購
入
費
が
計
上
さ
れ
て
い

な
い
が
、
整
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

か
。　
　
　
　
　
　

（
星
川
委
員
）

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
洪
水
対
策
が

主
で
あ
り
、
春
先
の
増
水
期
に
配
布

し
た
い
。
防
災
備
品
は
新
町
長
と
協

議
し
た
い
。　

（
和
田
総
務
課
長
）

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
謝
礼
10
万

円
の
内
容
は
。　
　

（
山
本
委
員
）

　

こ
れ
ま
で
は
礼
状
だ
け
で
あ
っ
た

が
、
大
口
寄
附
者
に
対
し
て
当
町
産

の
じ
ゃ
が
い
も
な
ど
を
送
る
も
の
で
、

大
口
寄
附
金
を
い
く
ら
と
す
る
か
は
、

ま
だ
決
め
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　

（
和
田
総
務
課
長
）

　

高
齢
者
等
に
対
し
タ
ク
シ
ー
チ
ケ

ッ
ト
が
年
間
48
枚
交
付
さ
れ
て
い
る

が
、
ニ
ー
ズ
調
査
を
し
て
不
足
し
て

い
る
場
合
、
交
付
枚
数
を
増
や
し
て

は
ど
う
か
。　
　
　

（
宮
崎
委
員
）

　

利
用
状
況
を
調
査
し
て
検
討
し
た

い
。　
　

（
矢
上
保
健
福
祉
課
長
）

主な質疑＆答弁
予算審査特別委員会

問答問答問答問答

問答問答問答問答

問答問答問答

問答問答 　

過
大
な
教
習
生
授
業
料
を
見
込
ま

ず
、
不
足
分
を
一
般
会
計
繰
入
金
で

措
置
す
べ
き
。　
　

（
星
川
委
員
）

　

当
初
か
ら
繰
入
金
を
計
上
す
る
と
、

歳
出
の
節
約
努
力
に
も
影
響
す
る
こ

と
か
ら
、
特
別
会
計
と
し
て
の
独
立

採
算
を
基
本
に
例
年
歳
入
を
過
大
計

上
し
て
き
た
。

　

来
年
度
の
予
算
で
、
あ
る
程
度
の

繰
入
金
を
当
初
で
見
込
む
検
討
に
つ

い
て
新
町
長
に
引
き
継
ぎ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
野
邑
町
長
）

（
自
由
討
議
・
討
論
な
し
）

　

訪
問
看
護
の
自
己
負
担
は
ど
う
な

る
か
。　
　
　
　
　

（
本
多
委
員
）

　

医
療
行
為
は
診
療
報
酬
に
定
め
ら

れ
た
点
数
、
訪
問
介
護
は
30
分
か
ら

１
時
間
、
看
護
師
１
名
に
つ
き
５
千

５
０
０
円
の
い
ず
れ
も
１
割
負
担
で

あ
る
。　
　

（
小
林
病
院
事
務
長
）

（
自
由
討
議
・
討
論
な
し
）

（
質
疑
・
自
由
討
議
・
討
論
な
し
）

○
一
般
会
計

■
総
務
費

歳
出

　

高
齢
者
無
料
バ
ス
乗
車
券
は
75
歳

以
上
、
福
祉
ハ
イ
ヤ
ー
助
成
事
業
は

70
歳
以
上
と
対
象
年
齢
が
ま
ち
ま
ち

で
あ
る
。
70
歳
以
上
に
引
き
下
げ
る

べ
き
。　
　
　
　
　

（
本
多
委
員
）

　

今
後
、
実
態
調
査
を
行
い
、
年
齢

の
統
一
を
含
め
て
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
野
邑
町
長
）

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
寿
園
の

増
改
修
に
つ
い
て
、
平
成
27
年
度
か

ら
と
な
っ
て
い
た
が
、
法
人
と
の
協

議
は
で
き
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
星
川
委
員
）

　

法
人
理
事
長
、
施
設
長
と
の
協
議

で
、
将
来
的
な
増
築
を
含
め
た
設
計

変
更
も
し
た
い
の
で
、
平
成
28
年
度

か
ら
実
施
を
し
た
い
と
の
考
え
で
あ

る
。　
　
　
　
　
　

（
野
邑
町
長
）

　

カ
メ
ム
シ
駆
除
に
対
す
る
支
援
を

検
討
で
き
な
い
か
。
（
柳
澤
委
員
）

　

被
害
の
実
態
を
調
査
し
て
検
討
し

た
い
。　

（
矢
上
保
健
福
祉
課
長
）

　

６
次
産
業
化
推
進
事
業
に
つ
い
て
、

牛
乳
を
第
一
に
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
が
、
な
か
な
か
進
ん
で
い
な
い
。

そ
の
他
の
農
産
物
の
活
用
も
あ
る
が
、

１
０
０
％
中
頓
別
産
に
こ
だ
わ
り
過

ぎ
な
い
方
が
施
策
も
や
り
や
す
く
な

る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
宮
崎
委
員
）

　

総
合
開
発
委
員
会
で
の
重
点
課
題

で
あ
り
、
検
討
委
員
会
で
は
牛
乳
の

活
用
を
メ
イ
ン
に
進
め
て
い
る
。
そ

の
他
の
農
産
物
に
つ
い
て
も
活
用
を

検
討
し
た
い
。

　
　
　

（
平
中
産
業
建
設
課
参
事
）

　

道
路
工
事
に
誘
導
員
が
配
置
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
。
道
路
交
通

法
上
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
監
督
す
る
町
の
責
任
を
果
た

し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

（
宮
崎
・
柳
澤
・
星
川
委
員
）

　

誘
導
員
の
人
件
費
は
工
事
費
の
積

算
に
含
ま
れ
て
お
り
指
導
を
し
て
い

る
が
、
今
後
、
一
層
厳
し
く
指
導
し

て
ま
い
り
た
い
。

　
　

（
山
内
産
業
建
設
課
技
術
長
）

　

旧
小
頓
別
小
中
学
校
の
今
後
の
取

り
扱
い
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　

（
柳
澤
・
山
本
委
員
）

　

融
雪
後
、
建
物
を
調
査
し
、
利
用

を
検
討
し
た
い
。　

（
野
邑
町
長
）

　

中
頓
別
中
学
校
校
舎
の
耐
震
化
は

ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
本
多
委
員
）

　

検
討
委
員
会
の
答
申
に
基
づ
い
て

検
討
し
て
い
る
が
、
新
町
長
と
も
協

議
し
、
方
向
性
を
整
理
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

（
柴
田
教
育
長
）

（
自
由
討
議
・
討
論
な
し
）

■
民
生
費

■
農
林
水
産
業
費

■
衛
生
費

■
土
木
費

■
教
育
費

○
自
動
車
学
校
事
業
特
別
会
計

○
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計

○
水
道
事
業
特
別
会
計

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計

○
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

○
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

○
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
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第
１
回
臨
時
会
が
３
月
30
日
に
招
集
さ
れ
、

町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
１
議
案
を
審
議
し
、

原
案
可
決
し
ま
し
た
。

○ 

議
案
第
23
号　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補

　
　
　
　
　
　
　

 

正
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
１
千
９
５

０
万
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
は
35
億
６

５
７
万
円
に
。

　

歳
出
で
は
、
自
治
体
が
地
方
版
総
合
戦
略

を
策
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
平
成
28
年
度
か

ら
本
格
実
施
さ
れ
る
地
方
創
生
交
付
金
の
平

成
26
年
度
版
で
あ
る
地
域
活
性
化
、
地
域
住

民
生
活
等
緊
急
支
援
事
業
と
し
て
、
町
の
知

名
度
向
上
を
図
る
た
め
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
ポ
ス
タ
ー
作
製
委
託
料
５
０
０
万

円
、
お
た
め
し
暮
ら
し
受
入
住
宅
改
修
工
事

３
５
０
万
円
、
青
年
交
流
推
進
懇
談
会
補
助

金
53
万
円
等
（
企
画
費
）
、
子
育
て
世
帯
支

援
金
２
０
０
万
円
（
民
生
費
）
、
プ
レ
ミ
ア

ム
型
商
品
券
発
行
事
業
補
助
金
４
０
０
万
円

（
商
工
費
）
な
ど
を
計
上
す
る
と
と
も
に
、

国
の
補
助
決
定
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
年

度
内
に
事
業
執
行
が
で
き
な
い
も
の
と
し
て

繰
越
明
許
費
の
議
決
を
し
、
予
算
を
平
成
27

年
度
に
繰
り
越
し
て
使
用
す
る
も
の
で
す
。

　

消
極
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
現
況
が
あ

　

る
。

　
　

多
額
の
町
費
支
援
に
よ
り
事
業
実
施
す

　

る
に
あ
た
り
、
１
８
０
０
人
台
と
な
っ
た

　

福
祉
の
町
を
標
榜
す
る
本
町
の
ま
ち
づ
く

　

り
、
人
口
減
少
対
策
、
長
期
的
な
施
設
運

　

営
か
ら
も
増
床
を
求
め
る
町
の
姿
勢
を
明

　

確
に
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　

同
時
に
福
祉
施
設
に
限
ら
ず
、
職
員
採

　

用
の
最
大
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
若
年
者

　

の
住
環
境
整
備
に
全
力
で
取
り
組
む
べ
き

　

で
あ
る
。

３　

第
４
期
障
が
い
福
祉
計
画
に
つ
い
て

　
　

計
画
内
容
の
ほ
と
ん
ど
が
知
的
障
が
い

　

者
、
精
神
障
が
い
者
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、

　

本
町
に
約
１
４
０
人
い
る
身
体
障
が
い
者

　

に
つ
い
て
の
記
述
が
希
薄
で
あ
る
。

　
　

身
体
障
が
い
者
も
含
め
た
実
効
性
あ
る

　

計
画
を
策
定
す
べ
き
で
あ
る
。

２
月
23
日
調
査
分

調
査
事
項

　

ピ
ン
ネ
シ
リ
温
泉
の
運
営
に
つ
い
て

審
査
意
見

　

平
成
27
年
１
月
末
現
在
の
経
営
状
況
を
調

査
し
た
結
果
、
76
万
２
千
円
の
経
営
黒
字
を

維
持
し
て
い
る
も
の
の
、
例
年
、
宿
泊
客
が

減
少
す
る
２
、
３
月
を
考
慮
す
る
と
楽
観
視

で
き
る
状
況
に
は
な
い
。

　

平
成
26
年
11
月
27
日
、
第
５
回
臨
時
会
の

常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
報
告
で
も
指
摘

し
た
が
、
今
後
の
施
設
整
備
、
経
営
改
革
に

は
、
町
、
観
光
開
発
株
式
会
社
の
将
来
ビ
ジ

ョ
ン
の
策
定
が
不
可
欠
で
あ
り
、
今
期
の
指

定
管
理
委
託
契
約
が
満
了
す
る
平
成
27
年
度

末
に
合
わ
せ
て
、
ピ
ン
ネ
シ
リ
地
区
の
道
の

駅
、
山
村
交
流
施
設
、
そ
う
や
自
然
学
校
な

ど
を
一
体
管
理
す
る
運
営
方
法
、
指
定
管
理

委
託
料
の
積
算
基
準
の
明
確
化
、
宿
泊
施
設

の
年
次
別
整
備
計
画
な
ど
を
策
定
す
べ
き
で

あ
る
。

　

議
員
全
員
で
構
成
す
る
い
き
い
き
ふ
る
さ

と
常
任
委
員
会
（
星
川
三
喜
男
委
員
長
）
は
、

第
４
回
定
例
会
で
議
決
さ
れ
た
継
続
調
査
・

緊
急
を
要
す
る
事
項
と
し
て
所
管
事
務
調
査

を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
３
月
５
日
の
第
１

回
定
例
会
に
報
告
し
ま
し
た
。

１
月
29
日
調
査
分

調
査
事
項

１　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
寿
園
の
増
改

　

修
事
業
に
つ
い
て

２　

第
６
期
老
人
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保

　

険
事
業
計
画
に
つ
い
て

３　

第
４
期
障
が
い
福
祉
計
画
に
つ
い
て

４　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
つ

　

い
て

審
査
意
見

１　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
寿
園
の
増
改

　

修
事
業
に
つ
い
て

　
　

現
在
の
事
業
計
画
は
既
存
の
55
床
を
前

　

提
と
し
て
い
る
が
、
昨
年
か
ら
の
事
務
調

　

査
、
先
進
地
視
察
に
よ
っ
て
、
経
営
効
率

　

か
ら
80
床
程
度
の
規
模
が
な
け
れ
ば
運
営

　

が
難
し
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
は
運
営
主
体
で
あ
る
南
宗
谷
福

　

祉
会
も
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

　

介
護
職
員
確
保
の
困
難
性
か
ら
増
床
に
は

第
１
回
臨
時
会
の
結
果

（
３
月
30
日
）

い
き
い
き
ふ
る
さ
と

　
　

常
任
委
員
会
報
告



23日　広島県大崎上島町交流団歓迎会
24日　北緯45度しばれまつり
29日　いきいきふるさと常任委員会（所管事
　　　務調査）
31日　北海道議会議員三好雅連合後援会事務
　　　所開き（枝幸町）

１日　町民スノーフェスティバル
５日　第１回定例会
８日　第１回定例会（サンデー議会）
　　　いきいきふるさと常任委員会（付託審
　　　査）
11日～12日
　　　予算審査特別委員会（付託審査）
12日　第１回定例会
13日　中頓別中学校卒業式
17日　天北線代替輸送連絡調整協議会臨時総
　　　会（浜頓別町）
22日　中頓別小学校卒業式
27日　議会広報編集特別委員会
28日　こども館卒園式
30日　第１回臨時会

議会の動き
27年１月

２日　宗谷町村議会議長会定期総会（稚内市）
７日　認定こども園生活発表会
14日　北海道議会議員三好雅政経セミナー
　　　（豊富町）
15日　故井須孝誠氏追悼の会（稚内市）
20日　議会運営委員会
23日　いきいきふるさと常任委員会（所管事
　　　務調査）
25日　議会運営委員会
27日～28日
　　　元町長故谷野文衛氏葬儀（北広島市）

２月

３月

１日　自治記念式
２日　こども館入館式
３日　議会広報編集特別委員会
７日　中頓別小学校入学式
　　　中頓別中学校入学式
　　　着任教職員歓迎会

４月

なかとんべつ町議会だより１８８号 14

編
　
集
　
後
　
記

　

２
月
22
日
、
音
威
子
府
村
で
第
２
回
全

日
本
雪
上
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
、

昨
年
の
第
１
回
大
会
か
ら
２
年
連
続
で
中

頓
別
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の
方
々
が
出
場
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
日
程
が
合
わ
ず
参
加

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨
年
は
私
も
出

場
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
音
威
子
府

そ
ば
な
ど
の
出
店
も
あ
り
、
地
元
の
Ｐ
Ｒ

に
繋
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
今
定
例
会
で
、
天
北
線
代
替
輸
送

連
絡
調
整
協
議
会
か
ら
、
音
威
子
府
村
が

脱
会
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。
音
威
子
府
村
民
の
利
用
ニ

ー
ズ
が
皆
無
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
脱
会

の
理
由
に
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
果
た
し

て
そ
れ
は
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
な
の
で
し

ょ
う
か
。
天
北
線
が
維
持
で
き
ず
廃
止
に

な
っ
た
事
実
が
、
音
威
子
府
か
ら
中
頓
別

方
面
へ
の
利
用
減
少
を
物
語
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、
バ
ス
転
換
時
に
音
威
子
府

村
が
参
加
し
た
の
は
、
近
隣
自
治
体
と
の

そ
れ
ま
で
の
関
係
性
や
地
元
が
利
用
さ
れ

る
こ
と
に
よ
る
経
済
効
果
等
へ
の
影
響
を

考
え
て
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

　

３
月
17
日
、
音
威
子
府
村
が
協
議
会
か

ら
脱
会
す
る
こ
と
が
正
式
に
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

中
頓
別―

音
威
子
府
の
路
線
は
廃
止
さ

れ
ま
す
が
、
ま
ち
お
こ
し
や
、
ご
当
地
イ

ベ
ン
ト
、
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
や
Ｊ
Ｒ
の

利
用
な
ど
に
お
い
て
は
、
今
後
も
、
持
ち

つ
持
た
れ
つ
の
関
係
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

願
う
ば
か
り
で
す
。

　
　
　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会（
宮
）

３月１１日、甚大な被害をもたらした東日本大震災から４年、
開会前に全員で犠牲者に対し、1分間の黙祷を捧げました。

             

             

１年間の働きぶりにあなたの採点は？ 

議員の活動実績と一般質問回数 
  （平成２６年４月～平成２７年３月） 

定例会・臨時会 各種委員会 会議名

 

議員名 
出席義

務日数

出席 

日数 

出席義

務日数 

出席

日数

一般

質問

回数

宮 崎 泰 宗 １４ １４ ２３ ２３ ４ 

細 谷 久 雄 １４ １４ ３２ ３２ ４ 

本多夕紀江 １４ １４ ２３ ２２ ４ 

東海林繁幸 １４ １４ ２３ ２３ ４ 

星川三喜男 １４ １４ ２３ ２３ ４ 

山 本 得 惠 １４ １４ １４ １４ １ 

柳 澤 雅 宏 １４ １４ ２３ ２３ ３ 

村 山 義 明 １４ １４ ２３ ２３ - 

（注１）議員名は議席番号順（７番目が副議長、末尾が議長） 

（注２）各種委員会は、常任委員会、議会運営委員会、議会広報編

集特別委員会、決算審査特別委員会、予算審査特別委員会

等を指します。 

（注３）一般質問は、定例会（年４回）で行われます。 

（注４）一部事務組合議会議員（本多議員、宮崎議員、山本議員、

細谷議員）の日数は含まれていません。 


